
 

令和 4(2022)年度の事業報告書 

 

  法人設立の日から令和 5年 3月 31日まで 

 

特定非営利活動法人イナンクル 

 

１ 事業の成果 

今年度は、任意団体である長期入院の子どもと付き添い家族を支える会からの移行準備期間のため、助

成金の関係で、事業資金は長期入院の子どもと付き添い家族を支える会での活動となったが、活動はイ

ナンクルとしても行った。 

移行期間ながらも、病院や大学など関係施設との連携など、病児とその家族への必要な手立てを模索し

たり、今後の事業につながる取り組みを行えた。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

予算額 

(単位：千円) 

(1)病児とその

家族に対する

生活支援事業 

付き添い家族へ手

づくり弁当の無償

配布 

(A)毎月 7回程度 

(B)市内小児がん拠点

病院小児病棟 

(C)5人 

(D)北大病院と札医大

病院に入院する病児

とその家族 

(E)総数延べ 1277人 

北大利用者  762人 

札医大利用者 515人  

０ 

(1)病児とその

家族に対する

生活支援事業 

病児と付き添い家

族へ無添加レトル

ト食品と無添加フ

リーズドライ食品

の差し入れ 

(A)年 2回実施（8月と

2月） 

(B)市内小児がん拠点

病院小児病棟 

(C)2人 

(D)市内小児がん拠点

病院（4 病院）に入院

する病児とその家族 

(E)120セット配布 

０ 

(1)病児とその

家族に対する

生活支援事業 

ニット帽 

カテーテルカバー 

ドリップバックコ

ーヒなど 

おむつ、おしりふ

きなど 

(A)適宜、事務所に届

いたものをお弁当お

届け時に付き添い家

族、病棟へお届け 

(D)北大病院、札医大

病院に入院する病児

とその家族 

 

０ 

(1)病児とその

家族に対する

生活支援事業 

退院後の病児と付

き添い家族へのリ

フレッシュケアサ

ポート 

(A)申し込み時、サロ

ン形式で実施 

(B)市内のサロンまた

は病児とその家族の

自宅  

(C)10人 

(D)病児の長期入院に

付き添っていた家族  

(E)20人 

０ 



 

(2)病児とその

家族が地域社

会と共生でき

るために必要

な支援事業 

病児の家族が抱え

る悩みや不安を共

有できる場の提供 

(A)年 2 回（クラニオ

サロン時に実施） 

(B)市内のサロン 

(C)5人 

(D)病児の長期入院に

付き添っていた家族  

(E)10人 

０ 

(2)病児とその

家族が地域社

会と共生でき

るために必要

な支援事業 

多世代型コミュニ

ティの開設 

(A)月 2回実施 

(B)地域の会館 

(C)3-4人 

(D)病児とその家族 

(E)本事業利用の利用

者多数 

2022 年 11 月～の来所

者数は、113人 

平均来所者数 12名 

０ 

(3) 病児とそ

の家族に関す

る調査研究の

情報提供 

病児の長期入院に

付き添う際の不安

や問題解決のため

の情報提供サービ

スの構築、当事者

同士の相談窓口の

開設 

(A)ホームぺージ開設

後～継続実施 

(B)主たる事務所およ

び自宅 

(C) 3人 

(D)病児の長期入院に

付き添っていた家族  

(E)本事業利用対象の

ホームページ閲覧者

不特定多数 

０ 

(4)病児とその

家族に関する

政策提言、関係

機関との連携

促進にかかわ

る事業 

これまで任意団体

として活動する中

で、必要なことを

検討し模索し始め

ている段階 

(A)通年、会議ごと 

(B)事務所や各自の自

宅（オンライン会議） 

(C)6人 

(D)病児とその家族、

病児が入院している

小児病棟 

(E)本事業利用の利用

者多数 

０ 

(5) その他こ

の法人の目的

を達成するた

めに必要な事

業 

今後、法人として

活動を展開してい

く中で、必要とな

りそのために取り

組む、まだ見ぬ事

業 

(A)通年 

(B)事務所など 

(C)10人 

(D)病児とその家族 

(E)本事業利用の利用

者多数 

０ 

 

 


